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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、近代の家族の理念型として「ジェンダー家族」という概念を提示し、それを徹底的に相対化することを
通じて、21 世紀社会における新しい家族の有り様と社会のあり方を構想したものである。研究の進め方としては、我
が国において近代国家が誕生した明治時代以降の女性の運動を歴史社会学の方法によって詳細に検討するともに、ア
メリカ、韓国での現地研究者との共同研究をふまえた上で日本における特質を解明するという形になっており、３部
構成になっている。 
 第Ⅰ部（第１章、第２章）では、日本のフェミニズム運動の嚆矢とされる『青鞜』を創刊した平塚らいてう等の「新
しい女」および戦前期における「良妻賢母」思想の歴史的意義が、当時のイギリス、アメリカ、韓国の運動と比較し
ながら、検討されている。その結果、女性の普通選挙権の実現などの社会経済的地位の向上という具体的成果をみた
イギリス、アメリカに対し、日本、韓国ではそうした具体的な成果を獲得する条件に欠け、それゆえに恋愛や婚姻の
私的な領域でラディカルな主張がなされたこと、しかしその後日本におけるラディカルな女性は「穏健化」していっ
たことが明らかにされている。その理由は、我が国における「新しい女」は、ラディカルでありながらも、性を一夫
一婦内に閉じこめるジェンダー家族を追求したからであり、ジェンダー家族の追求という点では、「良妻賢母」思想
との共通性があったとする。 
 第Ⅱ部（第３章、第４章）では、フェミニズム研究の通説である「第１波フェミニズム」と「第２波フェミニズム」
という区分が日本フェミニズムにもあてはまるのかという問いが検討されている。戦前期の日本の婦人参政権運動は、
欧米ほどの盛り上がりに欠けたが、フェミニズムを牽引する一定の役割を果たしたこと、戦後の G.H.Q. による占領
は日本の女性に福音をもたらすのであるが、戦前のフェミニズムと戦後のそれとの共通のロジックとして、「家庭の
中心者である妻・母としての女性の性役割」の重視があり、これはジェンダー家族の維持・強化に他ならないと論じ
ている。そして、「第１波フェミニズム」と「第２波フェミニズム」という欧米での歴史をそのままに日本の場合を
捉えることの問題点を指摘している。 
 第Ⅲ部（第５章、第６章）では、明治時代以降の近代国家及び戦前期の天皇制がジェンダー家族と親和性をもって
いたことを、「教育勅語」の成立過程の詳細な歴史分析によって検証している。さらに戦後の民主化を経て、1999
年に制定された男女共同参画社会基本法はジェンダー家族を最高の規範としており、戦後の象徴天皇制もジェンダー
家族と親和性を有していることが明らかにされている。 
 本論文の卓抜さは、歴史研究であるとともに、アメリカ、韓国の研究者との共同研究の成果をふまえて国際比較が
なされているところにあり、歴史社会学的研究と国際比較研究とを両立させている点において、他に類を見ない研究
だと言い得る。 
 申請者は、明治以降の日本社会の秩序を、ジェンダーという視点から、歴史史料の的確な解釈をふまえて実証的に
究明しており、論の展開は明瞭であり、文章も卓越している。歴史社会学の研究として、貴重な数多くの知見を提出
している。本論文は博士（人間科学）の学位を授与するに十分に値するものと判定した。 
